
(57)【要約】

【課題】　地盤Ｊに対して出没可能に配置された支柱本

体１０を備えた支柱１において、支柱本体１０を、地盤

Ｊ内に対して円滑に埋没させることを可能とする。

【解決手段】　　地盤Ｊの表面に対して出没可能とすべ

く昇降可能に構成された柱状の支柱本体１０と、全部分

が地盤Ｊ中に埋設され、支柱本体１０を収納する埋設筒

２０とを有する支柱であって、支柱本体１０の頭部には

、この支柱本体１０の軸方向に対して垂直方向に突出す

る支柱頭部１１が備えられ、埋設筒２０の上端には、こ

の支柱頭部１１を収納する頭部収納部２５が備えられ、

頭部収納部２５の上方には、支柱本体１０が地盤Ｊ表面

から突出している際に、鍔部４３が地盤Ｊと略同じ高さ

に配置されて頭部収納部２５を隠蔽する隠蔽部材４０を

備える。

【選択図】　　　図１

JP 2005-248564 A 2005.9.15



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 地 盤 に 対 し て 出 没 可 能 と す べ く 昇 降 可 能 に 構 成 さ れ た 柱 状 の 支 柱 本 体 と 、 全 部 分 が 地 盤
中 に 埋 設 さ れ 、 前 記 支 柱 本 体 を 収 納 す る 埋 設 筒 と を 有 す る 支 柱 で あ っ て 、
　 前 記 支 柱 本 体 に は 、 こ の 支 柱 本 体 の 軸 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 突 出 す る 頭 部 が 備 え ら れ
、
　 前 記 埋 設 筒 の 上 端 に は 、 前 記 頭 部 を 収 納 す る 頭 部 収 納 部 が 備 え ら れ 、
　 前 記 頭 部 収 納 部 の 上 方 に は 、 前 記 支 柱 本 体 が 前 記 地 盤 か ら 突 出 し て い る 際 に 、 少 な く と
も 一 部 分 が 前 記 地 盤 と 同 じ 高 さ 又 は そ れ 以 上 の 高 さ に 配 置 さ れ て 前 記 頭 部 収 納 部 を 隠 蔽 す
る 隠 蔽 部 材 が 備 え ら れ た
　 こ と を 特 徴 と す る 支 柱 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 支 柱 に お い て 、
　 前 記 隠 蔽 部 材 は 、 前 記 支 柱 本 体 が 昇 降 す る に 伴 っ て 昇 降 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と に よ
り 、
　 前 記 支 柱 本 体 の 頭 部 が 前 記 頭 部 収 納 部 に 収 納 さ れ て い る 際 に は 、 前 記 頭 部 の 下 面 と 前 記
頭 部 収 納 部 の 底 面 と の 間 に 配 置 さ れ る 状 態 で 、 前 記 頭 部 収 納 部 内 に 収 納 さ れ 、
　 前 記 支 柱 本 体 が 前 記 地 盤 か ら 突 出 し て い る 際 に は 、 少 な く と も 一 部 分 が 前 記 地 盤 と 同 じ
高 さ 又 は そ れ 以 上 の 高 さ に 配 置 さ れ 、 前 記 頭 部 収 納 部 を 隠 蔽 す る よ う に 構 成 さ れ た
　 こ と を 特 徴 と す る 支 柱 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 支 柱 に お い て 、
　 前 記 隠 蔽 部 材 は 、 前 記 支 柱 本 体 に 外 嵌 す る 外 嵌 部 と 、 こ の 外 嵌 部 の 上 端 に 形 成 さ れ た 鍔
部 と を 備 え 、
　 こ の 鍔 部 は 、 前 記 地 盤 と 同 じ 高 さ 又 は そ れ 以 上 の 高 さ に 配 置 さ れ た 際 、 前 記 頭 部 収 納 部
を 隠 蔽 す る 形 状 に 形 成 さ れ た
　 こ と を 特 徴 と す る 支 柱 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 又 は ３ の い ず れ か に 記 載 の 支 柱 に お い て 、
　 前 記 支 柱 本 体 に は 、 こ の 支 柱 本 体 が 上 昇 す る 際 、 支 柱 本 体 が 上 昇 端 に 達 す る 前 の 所 定 上
昇 位 置 で 前 記 隠 蔽 部 材 に 係 止 し て 前 記 隠 蔽 部 材 を 上 昇 さ せ る 係 止 部 を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 支 柱 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 支 柱 に お い て 、
　 前 記 係 止 部 は 、 前 記 支 柱 本 体 に 突 起 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 構 成 さ れ た
　 こ と を 特 徴 と す る 支 柱 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 支 柱 に お い て 、
　 前 記 支 柱 本 体 の 頭 部 の 周 縁 部 に は 、 弾 性 力 を 有 す る 素 材 で 形 成 さ れ た パ ッ キ ン 部 材 が 備
え ら れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 支 柱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 、 車 止 め 等 に 使 用 す る 支 柱 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 公 園 の 入 り 口 等 に 設 置 さ れ る 車 止 め に 使 用 さ れ る 支 柱 と し て 、 支 柱 本 体 が 地 盤 表
面 に 対 し て 出 没 可 能 な よ う に 昇 降 さ れ る も の が あ る 。 こ の よ う な 支 柱 は 、 近 年 バ リ ア フ リ
ー 等 に 対 応 す べ く 、 支 柱 本 体 を 埋 没 さ せ た と き 、 支 柱 上 の 通 行 を よ り 円 滑 に 行 う こ と が で
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き る よ う に 、 支 柱 本 体 が 地 盤 表 面 か ら 突 出 し な い こ と が 求 め ら れ て い る 。 か か る 要 求 に 対
応 す る も の と し て は 、 図 ８ 、 図 ９ に 示 し た 構 造 を 有 す る も の が 知 ら れ て い る 。 な お 、 図 ８
は 、 支 柱 本 体 が 地 盤 か ら 突 出 し た 状 態 を 示 し 、 図 ９ は 、 支 柱 本 体 が 地 盤 内 に 埋 没 さ れ た 状
態 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 支 柱 １ は 、 柱 状 に 形 成 さ れ た 支 柱 本 体 １ １ ０ と 、 埋 設 筒 １ ２ ０ と 、 案 内 筒 １ ３ ０ と
、 支 持 部 材 １ ４ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 支 柱 本 体 １ １ ０ は 、 地 盤 Ｊ に 対 し て 出 没 可 能 と す べ く 昇 降 可 能 に 構 成 さ れ て い る も の で
あ り 、 支 柱 頭 部 １ １ １ か ら 下 端 部 １ １ ２ に 至 る ま で 、 略 同 じ 断 面 形 状 を 有 す る 筒 状 に 形 成
さ れ 、 支 柱 本 体 １ １ ０ の 下 部 に は 、 軸 方 向 と 垂 直 を な す 方 向 に 突 出 す る 突 起 １ １ ３ が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 埋 設 筒 １ ２ ０ は 、 略 同 じ 断 面 形 状 を 有 す る 筒 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 上 端 に は 、
案 内 筒 １ ３ ０ を 保 持 す べ く 内 周 側 に 向 か っ て 突 出 し た 案 内 筒 保 持 部 １ ２ ５ が 形 成 さ れ 、 下
部 に は ビ ス １ ５ ３ を 挿 入 す る た め の ビ ス 孔 １ ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 埋 設 筒 １ ２
０ の 全 部 分 は 、 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ れ る 状 態 で 地 盤 Ｊ 内 に 埋 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 案 内 筒 １ ３ ０ は 、 埋 設 筒 １ ２ ０ 内 に 挿 入 さ れ る と と も に 支 柱 本 体 １ １ ０ に 外 嵌 す る 本 体
部 １ ３ １ と 、 本 体 部 １ ３ １ の 上 端 の 形 成 さ れ て ボ ル ト １ ５ １ に よ り 埋 設 筒 １ ２ ０ の 案 内 筒
保 持 部 １ ２ ５ 上 に 固 定 さ れ る 鍔 部 １ ３ ３ と を 備 え 、 鍔 部 １ ３ ３ の 上 面 が 地 盤 Ｊ と 略 同 じ 高
さ と な る 状 態 で 地 盤 Ｊ 内 に 埋 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 体 部 １ ３ １ の 下 端 に は 、 前 記 突 起 １ １ ３ が 入 り 込 む 案 内 溝 １ ３ ５ が 形 成 さ れ 、 こ の 案
内 溝 １ ３ ５ は 、 本 体 部 １ ３ １ の 下 端 部 分 か ら 軸 方 向 に 対 し て 延 設 さ れ る 縦 溝 部 １ ３ ５ ａ と
、 縦 溝 部 １ ３ ５ ａ の 略 先 端 部 分 か ら 周 方 向 に 対 し て 延 設 さ れ る 横 溝 部 １ ３ ５ ｂ と 、 横 溝 部
１ ３ ５ ｂ の 略 先 端 部 分 か ら 軸 方 向 に 対 し て 延 設 さ れ る 終 端 溝 １ ３ ５ ｃ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 支 持 部 材 １ ４ ０ は 、 支 柱 本 体 １ １ ０ の 下 端 部 １ １ ２ が 支 持 部 材 １ ４ ０ の 上 端 に 当 接 す る
こ と に よ り 、 支 柱 本 体 １ １ ０ が 際 限 な く 下 降 す る こ と を 阻 止 す る も の で あ っ て 、 上 端 が 閉
口 し た 筒 状 に 形 成 さ れ る と も に 、 側 面 上 部 に ビ ス １ ５ ３ を 挿 入 す る た め の ビ ス 孔 １ ４ １ が
形 成 さ れ 、 埋 設 筒 １ ２ ０ の 下 部 に 挿 入 さ れ て い る 。 そ し て 、 ビ ス 孔 １ ２ ６ 、 １ ４ １ に ビ ス
１ ５ ３ が 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、 支 持 部 材 １ ４ ０ は 埋 設 筒 １ ２ ０ に 対 し 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 支 柱 １ を 構 成 す る 素 材 と し て は 、 一 定 の 強 度 を 保 ち つ つ も 全 体 の 重 量 を 軽 量 化 す べ く 、
支 柱 本 体 １ １ ０ 、 支 持 部 材 １ ４ ０ 、 ボ ル ト １ ５ １ 、 及 び 、 ビ ス １ ５ ３ に は 金 属 が 使 用 さ れ
、 埋 設 筒 １ ２ ０ に は 合 成 樹 脂 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 地 盤 Ｊ 表 面 か ら 突 出 さ せ た 状 態 で 固 定 す る 場 合 、 図 ８ に 図 示 し
た と お り 、 支 柱 本 体 １ １ ０ に 備 え ら れ た 突 起 １ １ ３ を 、 案 内 溝 １ ３ ５ の 終 端 溝 １ ３ ５ ｃ に
係 止 さ せ る こ と に よ り 行 う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 支 柱 本 体 １ １ ０ を 、 地 盤 Ｊ の 表 面 か ら 突 出 し た 状 態 で 固 定 さ れ た 状 態 か ら 、 支 柱 本 体 １
１ ０ を 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ る 場 合 、 以 下 の 手 順 で 行 う 。 ま ず 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 若 干 上 昇
さ せ る こ と に よ り 突 起 １ １ ３ を 終 端 溝 １ ３ ５ ｃ 内 で 上 方 に ス ラ イ ド さ せ る 。 次 に 、 支 柱 本
体 １ １ ０ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 縦 溝 部 １ ３ ５ ａ が 配 置 さ れ て い る 方 向 に 向 け て 突 起 １ １
３ を 横 溝 部 １ ３ ５ ｂ 内 で ス ラ イ ド さ せ る 。 最 後 に 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 下 降 さ せ 、 突 起 １ １
３ を 縦 溝 部 １ ３ ５ ａ 内 を ス ラ イ ド さ せ 、 突 起 １ １ ３ を 案 内 溝 １ ３ ５ か ら 抜 き 出 し 、 支 柱 本
体 １ １ ０ の 下 端 部 １ １ ２ を 支 持 部 材 １ ４ ０ の 上 端 に 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 支 柱 本 体 １ １
０ の 支 柱 頭 部 １ １ １ の 上 端 が 地 盤 Ｊ 表 面 と 略 同 じ 高 さ と な る 状 態 で 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 地
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盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ る （ 図 ９ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 、 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ た 状 態 か ら 、 支 柱 本 体 １ １ ０ が 地 盤 Ｊ の
表 面 か ら 突 出 し た 状 態 で 固 定 さ れ た 状 態 に す る 場 合 、 以 下 の 手 順 で 行 う 。 ま ず 、 支 柱 本 体
１ １ ０ を 上 昇 さ せ 、 支 柱 本 体 １ １ ０ の 突 起 １ １ ３ を 縦 溝 部 １ ３ ５ ａ 内 で 上 方 に ス ラ イ ド さ
せ る 。 次 に 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 周 方 向 に 回 転 さ せ 、 終 端 溝 １ ３ ５ ｃ が 配 置 さ れ て い る 方 向
に 向 け て 突 起 １ １ ３ を 横 溝 部 １ ３ ５ ｂ 内 で ス ラ イ ド さ せ る 。 最 後 に 支 柱 本 体 １ １ ０ を 若 干
下 降 さ せ る こ と で 突 起 １ １ ３ を 終 端 溝 １ ３ ５ ｃ に 入 り 込 ま せ る こ と に よ り 、 支 柱 本 体 １ １
０ を 地 盤 Ｊ の 表 面 か ら 突 出 し た 状 態 で 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 を 採 る と 、 支 柱 本 体 １ １ ０ は 、 地 盤 Ｊ 内 に 完 全 に 埋 没 さ せ る こ と が 出 来
る た め 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 埋 没 さ せ た 際 に 地 盤 Ｊ か ら 突 出 す る 部 分 が 存 在 せ ず 、 自 動 車 、
人 な ど の 通 行 を ス ム ー ズ に 行 わ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 も っ と も 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ て 、 支 柱 本 体 １ １ ０ の 下 端 部 １ １ ２ を
１ ４ ０ の 上 端 に 当 接 さ せ た 場 合 に お い て 、 こ の 支 柱 １ 上 を 自 動 車 、 人 等 が 通 過 す る 際 、 支
柱 本 体 １ １ ０ に は 上 か ら の 荷 重 が 付 加 さ れ 、 こ れ に 伴 い 支 持 部 材 １ ４ ０ 上 に も 上 か ら の 荷
重 が 付 加 さ れ る こ と に な る 。 か か る 場 合 、 支 持 部 材 １ ４ ０ は 埋 設 筒 １ ２ ０ に 対 し ビ ス １ ５
３ に よ っ て 固 定 さ れ て い る こ と か ら 、 支 柱 本 体 １ １ ０ に 付 加 さ れ る 荷 重 は 、 支 持 部 材 １ ４
０ を 介 し て ビ ス １ ５ ３ に 伝 達 さ れ る こ と に な り 、 結 局 は ビ ス 孔 １ ２ ６ 、 １ ４ １ に 応 力 集 中
を も た ら す こ と に な る 。 さ ら に 、 支 持 部 材 １ ４ ０ 及 び ビ ス １ ５ ３ は 前 述 の と お り 金 属 で 形
成 さ れ て い る の に 対 し 、 埋 設 筒 １ ２ ０ は 前 述 の と お り 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る た め 、 埋
設 筒 １ ２ ０ は 、 支 持 部 材 １ ４ ０ 及 び ビ ス １ ５ ３ と 比 較 し て 強 度 が 低 い 。 し た が っ て 、 前 述
の よ う な 荷 重 が 繰 り 返 し 付 加 さ れ る こ と に よ り 埋 設 筒 １ ２ ０ の ビ ス 孔 １ ２ ６ が 下 に 向 か っ
て 拡 が り 、 そ れ に 伴 い 、 支 持 部 材 １ ４ ０ が 徐 々 に 沈 み 込 み 、 支 柱 本 体 １ １ ０ も 徐 々 に 沈 み
込 む 可 能 性 が 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 沈 み 込 み を 防 止 す べ く 、 図 １ ０ 、 図 １ １ に 示 し た 構 造 が 考 え ら れ る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 図 １ ０ は 、 支 柱 本 体 が 地 盤 か ら 突 出 し た 状 態 を 示 し 、 図 １ １ は
、 支 柱 本 体 が 地 盤 内 に 埋 没 さ れ た 状 態 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 前 述 の 支 柱 １ と 同 一 の 構 成 を 有 す る 部 分 に つ い て は 、 同 一
符 号 を 付 す る の み と し 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 支 柱 １ は 、 柱 状 に 形 成 さ れ た 支 柱 本 体 １ １ ０ と 、 埋 設 筒 １ ２ ０ と 、 案 内 筒 １ ３ ０ と
を 備 え て お り 、 前 記 支 持 部 材 １ ４ ０ は 備 え て い な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 支 柱 本 体 １ １ ０ の 頭 部 に 供 え ら れ た 支 柱 頭 部 １ １ １ は 、 軸 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 突 出
す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 埋 設 筒 １ ２ ０ の 上 端 に は 、 埋 設 筒 １ ２ ０ の 本 体 部 １ ２ １ の 内 径 よ り 大 径 で あ り 、 支 柱 頭
部 １ １ １ を 収 納 す る た め の 空 間 で あ る 頭 部 収 納 部 １ ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 案 内 筒 保 持 部
１ ２ ５ は 形 成 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 案 内 筒 １ ３ ０ は 、 前 述 の と お り 、 案 内 溝 １ ３ ５ を 有 す る 本 体 部 １ ３ １ と 鍔 部 １ ３ ３ と を
備 え て お り 、 鍔 部 １ ３ ３ は 、 頭 部 収 納 部 １ ２ ３ の 底 面 １ ２ ３ ａ 上 に ボ ル ト １ ５ １ に よ っ て
固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 支 柱 本 体 １ １ ０ を 、 地 盤 Ｊ の 表 面 か ら 突 出 し た 状 態 で 固 定 さ れ た 状 態 か ら 、 支 柱 本 体 １
１ ０ を 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ る 場 合 、 以 下 の 手 順 で 行 う 。 ま ず 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 若 干 上 昇
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さ せ る こ と に よ り 突 起 １ １ ３ を 終 端 溝 １ ３ ５ ｃ 内 で 上 方 に ス ラ イ ド さ せ る 。 次 に 、 支 柱 本
体 １ １ ０ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 縦 溝 部 １ ３ ５ ａ が 配 置 さ れ て い る 方 向 に 向 け て 突 起 １ １
３ を 横 溝 部 １ ３ ５ ｂ 内 で ス ラ イ ド さ せ る 。 最 後 に 支 柱 本 体 １ １ ０ を 下 降 さ せ 、 突 起 １ １ ３
を 縦 溝 部 １ ３ ５ ａ 内 を ス ラ イ ド さ せ 、 突 起 １ １ ３ を 案 内 溝 １ ３ ５ か ら 抜 き 出 し 、 支 柱 本 体
１ １ ０ の 支 柱 頭 部 １ １ １ の 下 面 を 埋 設 筒 １ ２ ０ の 頭 部 収 納 部 １ ２ ３ の 底 面 １ ２ ３ ａ に 当 接
さ せ 、 支 柱 頭 部 １ １ １ を 頭 部 収 納 部 １ ２ ３ 内 に 収 納 さ せ る こ と に よ り 、 支 柱 本 体 １ １ ０ 全
体 を 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ る （ 図 １ １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 支 柱 本 体 １ １ ０ を 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ た 状 態 か ら 、 支 柱 本 体 １ １ ０ が 地 盤 Ｊ の 表
面 か ら 突 出 し た 状 態 で 固 定 さ れ た 状 態 に す る 手 順 は 、 前 述 の 支 柱 １ の 場 合 と 同 一 で あ る た
め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 か か る 構 成 を 採 る と 、 支 柱 本 体 １ １ ０ の 下 降 は 、 支 柱 頭 部 １ １ １ の 下 面 が 頭 部 収 納 部 １
２ ３ の 底 面 １ ２ ３ ａ に 対 し 当 接 、 す な わ ち 面 接 触 す る こ と に よ り 阻 止 さ れ る た め 、 既 述 の
従 来 技 術 の よ う に 、 上 か ら の 荷 重 に よ り 、 応 力 集 中 を 起 こ す こ と が な い 。 し た が っ て 、 上
か ら の 荷 重 が 繰 り 返 し 付 加 さ れ る こ と に よ り 、 支 柱 本 体 １ １ ０ が 徐 々 に 沈 み 込 ん で い く と
い っ た 事 態 を 避 け る こ と が で き 、 前 述 の 課 題 を 解 消 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 支 柱 本
体 １ １ ０ は 、 地 盤 Ｊ 内 に 完 全 に 埋 没 さ せ る こ と が 出 来 る た め 、 既 述 の 従 来 技 術 と 同 様 、 支
柱 本 体 １ １ ０ を 埋 没 さ せ た 際 に 地 盤 Ｊ か ら 突 出 す る 部 分 が 存 在 せ ず 、 自 動 車 、 人 な ど の 通
行 を ス ム ー ズ に 行 わ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 公 報 ６ １ － ３ ３ ０ ５ ３ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 の 構 造 を 採 れ ば 、 図 １ ０ の よ う に 、 支 柱 本 体 １ １ ０ が 地 盤 Ｊ の 表 面
か ら 突 出 し て い る 場 合 、 頭 部 収 納 部 １ ２ ３ が 地 盤 Ｊ の 表 面 に 対 し て 凹 む 状 態 で 外 部 空 間 に
対 し て 露 出 す る こ と に な る た め 、 砂 、 ゴ ミ 等 が 頭 部 収 納 部 １ ２ ３ 内 に 入 り 込 み や す い 。 ま
た 、 頭 部 収 納 部 １ ２ ３ 内 に 砂 、 ゴ ミ 等 が 入 り 込 ん だ 場 合 、 こ れ ら を 除 去 し な い と 支 柱 頭 部
１ １ １ を １ ２ ３ 内 に 円 滑 に 収 納 す る こ と が 困 難 と な る が 、 頭 部 収 納 部 １ ２ ３ が 地 盤 Ｊ の 表
面 に 対 し て 凹 ん で い る た め 、 砂 、 ゴ ミ 等 を 除 去 す る の に 手 間 が か か る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 支 柱 本 体 １ １ ０ が 地 盤 Ｊ の 表 面 か ら 露 出 し て い る 状 態 に お い て 、 地
盤 Ｊ か ら 凹 ん だ 部 分 に 、 砂 、 ゴ ミ 等 が 入 り 込 む こ と を 阻 止 す る こ と に よ り 、 支 柱 本 体 １ １
０ を 地 盤 Ｊ 内 に 円 滑 に 埋 没 さ せ る こ と が で き る 支 柱 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 地 盤 に 対 し て 出 没 可 能 と す べ く 昇 降 可 能 に 構 成 さ れ た 柱 状 の 支
柱 本 体 と 、 全 部 分 が 地 盤 中 に 埋 設 さ れ 、 前 記 支 柱 本 体 を 収 納 す る 埋 設 筒 と を 有 す る 支 柱 で
あ っ て 、 前 記 支 柱 本 体 に は 、 こ の 支 柱 本 体 の 軸 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 突 出 す る 頭 部 が 備
え ら れ 、 前 記 埋 設 筒 の 上 端 に は 、 前 記 頭 部 を 収 納 す る 頭 部 収 納 部 が 備 え ら れ 、 前 記 頭 部 収
納 部 の 上 方 に は 、 前 記 支 柱 本 体 が 前 記 地 盤 か ら 突 出 し て い る 際 に 、 少 な く と も 一 部 分 が 前
記 地 盤 と 同 じ 高 さ 又 は そ れ 以 上 の 高 さ に 配 置 さ れ て 前 記 頭 部 収 納 部 を 隠 蔽 す る 隠 蔽 部 材 が
備 え ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 支 柱 に お い て 、 前 記 隠 蔽 部 材 は 、 前 記 支 柱 本 体
が 昇 降 す る に 伴 っ て 昇 降 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 支 柱 本 体 の 頭 部 が 前 記 頭
部 収 納 部 に 収 納 さ れ て い る 際 に は 、 前 記 頭 部 の 下 面 と 前 記 頭 部 収 納 部 の 底 面 と の 間 に 配 置
さ れ る 状 態 で 、 前 記 頭 部 収 納 部 内 に 収 納 さ れ 、 前 記 支 柱 本 体 が 前 記 地 盤 か ら 突 出 し て い る
際 に は 、 少 な く と も 一 部 分 が 前 記 地 盤 と 同 じ 高 さ 又 は そ れ 以 上 の 高 さ に 配 置 さ れ 、 前 記 頭
部 収 納 部 を 隠 蔽 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 支 柱 に お い て 、 前 記 隠 蔽 部 材 は 、 前 記 支
柱 本 体 に 外 嵌 す る 外 嵌 部 と 、 こ の 外 嵌 部 の 上 端 に 形 成 さ れ た 鍔 部 と を 備 え 、 こ の 鍔 部 は 、
前 記 地 盤 と 同 じ 高 さ 又 は そ れ 以 上 の 高 さ に 配 置 さ れ た 際 、 前 記 頭 部 収 納 部 を 隠 蔽 す る 形 状
に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 又 は ３ の い ず れ か に 記 載 の 支 柱 に お い て 、 前 記 支 柱 本
体 に は 、 こ の 支 柱 本 体 が 上 昇 す る 際 、 支 柱 本 体 が 上 昇 端 に 達 す る 前 の 所 定 上 昇 位 置 で 前 記
隠 蔽 部 材 に 係 止 し て 前 記 隠 蔽 部 材 を 上 昇 さ せ る 係 止 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 支 柱 に お い て 、 前 記 係 止 部 は 、 前 記 支 柱 本 体 に
突 起 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 支 柱 に お い て 、 前 記 支 柱 本 体
の 頭 部 の 周 縁 部 に は 、 弾 性 力 を 有 す る 素 材 で 形 成 さ れ た パ ッ キ ン 部 材 が 備 え ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 支 柱 本 体 の 頭 部 を 収 納 す る 頭 部 収 納 部 は 、 前 記 支 柱
本 体 が 前 記 地 盤 か ら 突 出 し て い る 際 に は 、 前 記 隠 蔽 部 材 に よ り 隠 蔽 さ れ て い る た め 、 前 記
頭 部 収 納 部 は 、 外 部 空 間 に 対 し て 直 接 露 出 す る こ と が な く 、 前 記 頭 部 収 納 部 に 、 砂 、 ゴ ミ
等 が 直 接 的 に 入 り 込 む こ と が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 隠 蔽 部 材 は 、 支 柱 本 体 が 前 記 地 盤 か ら 突 出 し て い る 際 に は 、 少 な く と も 一
部 分 が 前 記 地 盤 と 同 じ 高 さ 又 は そ れ 以 上 の 高 さ に 配 置 さ れ て い る た め 、 外 部 空 間 に 露 出 し
て い る 部 分 に は 、 地 盤 表 面 に 対 し て 凹 ん だ 部 分 が 存 在 し な い こ と に な り 、 従 来 技 術 の 構 成
と 異 な り 、 凹 ん だ 部 分 に 砂 、 ゴ ミ 等 が 入 り 込 む こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 前 記 支 柱 本 体 を 地 盤 内 に 埋 没 さ せ る 際 、 従 来 の よ う に 凹 ん だ 部 分 に 砂 、 ゴ
ミ 等 を 除 去 す る の に 手 間 を 掛 け る 必 要 が な く 、 前 記 支 柱 本 体 を 円 滑 に 埋 没 さ せ る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 隠 蔽 部 材 は 、 前 記 支 柱 本 体 の 頭 部 が 前 記 頭 部 収 納 部
に 収 納 さ れ て い る 際 に は 、 前 記 頭 部 の 下 面 と 前 記 頭 部 収 納 部 の 底 面 と の 間 に 配 置 さ れ た 状
態 で 前 記 頭 部 収 納 部 内 に 収 納 さ れ る た め 、 前 記 頭 部 を 頭 部 収 納 部 に 収 納 す る 際 の 障 害 と な
ら な い 。 ま た 、 前 記 支 柱 本 体 が 前 記 地 盤 か ら 突 出 し て い る 際 に は 、 少 な く と も 一 部 分 が 前
記 地 盤 と 同 じ 高 さ 又 は そ れ 以 上 の 高 さ に 配 置 さ れ て い る た め 、 前 述 の と お り 、 地 盤 表 面 に
対 し て 凹 ん で い る 部 分 に 、 砂 、 ゴ ミ 等 が 入 り 込 む こ と が な く 、 前 記 支 柱 本 体 を 円 滑 に 埋 没
さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 前 記 支 柱 本 体 を よ り 円 滑 に 地 盤 内 に 埋 没 さ せ る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 支 柱 本 体 に 外 嵌 す る 外 嵌 部 と 、 こ の 外 嵌 部 の 上 端 に
形 成 さ れ た 鍔 部 と を 備 え る よ う に 前 記 隠 蔽 部 材 を 構 成 し 、 前 記 地 盤 と 同 じ 高 さ 又 は そ れ 以
上 の 高 さ に 配 置 さ れ た 際 、 前 記 頭 部 収 納 部 を 隠 蔽 す る 形 状 に 前 記 鍔 部 を 形 成 す る の み で 、
前 記 隠 蔽 部 材 を 構 成 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 前 記 隠 蔽 部 材 の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 支 柱 本 体 に 係 止 部 を 備 え る だ け で 、 支 柱 本 体 を 上 昇
さ せ る の に 伴 い 前 記 隠 蔽 部 材 を 上 昇 さ せ る こ と が 可 能 と な る た め 、 支 柱 全 体 の 構 成 を 簡 素
化 す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば 請 求 項 ５ の よ う に 前 記 支 柱 本 体 に 突 起 を 設 け る の み で 前 記 係 止
部 を 構 成 す る こ と が 出 来 る た め 、 支 柱 全 体 の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 支 柱 本 体 の 頭 部 の 周 縁 部 に は 、 弾 性 力 を 有 す る 素 材
で 形 成 さ れ た パ ッ キ ン 部 材 が 備 え ら れ て い る た め 、 前 記 頭 部 が 前 記 頭 部 収 納 部 内 に 収 納 さ
れ て い る と き に お い て 前 記 頭 部 で 頭 部 収 納 部 を 完 全 に 密 閉 す る こ と が 出 来 、 前 記 頭 部 収 納
部 内 に 砂 、 ゴ ミ 等 が 入 り 込 む こ と を 阻 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ き 、 図 １ ～ 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 支 柱 に お い て 、 支 柱 本 体 が 地 盤 に 対 し て 突 出 し た 状 態 を 示 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 支 柱 １ は 、 図 １ に 示 す と お り 、 柱 状 に 形 成 さ れ た 支 柱 本 体 １ ０ と 、 埋 設 筒 ２ ０ と 、
案 内 筒 ３ ０ と 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ と 、 側 面 保 護 部 材 ５ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 支 柱 本 体 １ ０ は 、 地 盤 Ｊ に 対 し て 出 没 可 能 と す べ く 昇 降 可 能 に 構 成 さ れ て い る も の で あ
り 、 図 １ 、 図 ３ に 示 す と お り 、 支 柱 本 体 １ ０ の 頭 部 に 形 成 さ れ た 支 柱 頭 部 １ １ と 、 支 柱 本
体 １ ０ の 下 部 に お い て 支 柱 本 体 １ ０ か ら 軸 方 向 と 直 角 を な す 方 向 に 突 出 す る 突 起 １ ３ と を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 支 柱 頭 部 １ １ は 、 こ の 支 柱 本 体 １ ０ の 軸 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 突 出 す る 状 態 で 形 成 さ
れ 、 そ の 上 端 の 一 部 、 周 縁 、 及 び 、 下 端 に は 、 ゴ ム 、 ウ レ タ ン 等 の よ う に 弾 力 性 を 有 す る
素 材 で 形 成 さ れ た パ ッ キ ン 部 材 １ １ ａ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 突 起 １ ３ は 、 支 柱 本 体 １ ０ の 周 縁 に 二 箇 所 配 置 さ れ 、 こ れ ら の 突 起 １ ３ は 、 相 互 に 対 向
す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 埋 設 筒 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す と お り 、 そ の 全 部 分 が 地 盤 Ｊ 内 に 埋 設 さ れ 、 本 体 部 ２ １ と 、
本 体 部 ２ １ よ り 下 部 に 配 置 さ れ た 円 筒 部 ２ ３ と を 備 え て い る 。 本 体 部 ２ １ の 上 端 に は 、 本
体 部 ２ １ の そ の 他 の 内 径 及 び 円 筒 部 ２ ３ の 内 径 よ り 大 径 と な る 頭 部 収 納 部 ２ ５ が 形 成 さ れ
て お り 、 こ の 頭 部 収 納 部 ２ ５ に は 、 支 柱 頭 部 １ １ １ が 収 納 可 能 と な っ て い る 。 な お 、 本 体
部 ２ １ 及 び 円 筒 部 ２ ３ は 、 い ず れ も そ の 内 径 は 略 同 じ 大 き さ で あ り 、 さ ら に 、 両 部 材 は 、
ボ ル ト ６ １ に よ り 一 体 と な る 状 態 で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 案 内 筒 ３ ０ は 、 図 １ 、 図 ３ に 示 す と お り 、 埋 設 筒 ２ ０ の 本 体 部 ２ １ に 挿 入 さ れ る と と も
に 、 支 柱 本 体 １ ０ に 外 嵌 す る 本 体 部 ３ １ と 、 本 体 部 ３ １ の 上 端 に 形 成 さ れ 、 ボ ル ト ６ １ を
挿 入 す る た め の ボ ル ト 穴 ３ ３ ａ を 備 え た 鍔 部 ３ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 体 部 ３ １ の 下 端 に は 、 前 記 突 起 １ ３ が 入 り 込 む 案 内 溝 ３ ５ が 二 箇 所 に 形 成 さ れ て い る
。 こ の 案 内 溝 ３ ５ は 、 本 体 部 ３ １ の 下 端 部 分 か ら 軸 方 向 に 対 し て 延 設 さ れ る 縦 溝 部 ３ ５ ａ
と 、 縦 溝 部 ３ ５ ａ の 略 先 端 部 分 か ら 周 方 向 に 対 し て 延 設 さ れ る 横 溝 部 ３ ５ ｂ と 、 横 溝 部 ３
５ ｂ の 略 先 端 部 分 か ら 軸 方 向 に 対 し て 延 設 さ れ る 終 端 溝 ３ ５ ｃ と を 、 各 々 備 え て お り 、 案
内 溝 ３ ５ 同 士 は 略 対 向 す る 位 置 関 係 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 隠 蔽 部 材 ４ ０ は 、 図 １ 、 図 ４ に 示 す と お り 、 筒 状 に 形 成 さ れ た 本 体 部 ４ １ （ 外 嵌 部 に 相
当 。 ） と 、 こ の 本 体 部 ４ １ の 上 端 に 形 成 さ れ た 鍔 部 ４ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 本 体 部 ４ １ は 、 そ の 内 周 が 支 柱 本 体 １ ０ の 外 周 よ り 若 干 大 き い 径 に 形 成 さ れ る と と も に
、 そ の 外 周 は 、 本 体 部 ２ １ 及 び 円 筒 部 ２ ３ の 内 周 よ り 若 干 小 さ い 径 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 鍔 部 ４ ３ は 、 そ の 外 周 が 、 側 面 保 護 部 材 ５ ０ の 本 体 部 ５ １ （ 後 述 ） の 内 周 に 略 接 触 す る
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 側 面 保 護 部 材 ５ ０ は 、 筒 状 に 形 成 さ れ 、 頭 部 収 納 部 ２ ５ の 側 面 ２ ５ ｂ に 配 置 さ れ る 本 体
部 ５ １ と 、 そ の 上 端 に 形 成 さ れ 、 本 体 部 ２ １ の 上 端 ２ １ ａ に 配 置 さ れ る 鍔 部 ５ ３ と を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 下 、 図 １ 及 び 図 ５ を 用 い て 、 支 柱 本 体 １ ０ が 地 盤 Ｊ の 表 面 か ら 突 出 し て い る 状 態 に つ
い て の 各 部 材 の 配 置 状 況 に つ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 支 柱 本 体 １ ０ は 、 突 起 １ ３ が 、 案 内 筒 ３ ０ の 終 端 溝 ３ ５ ｃ の 下 端 に 係 止 す る こ と に よ り
、 下 方 に 移 動 す る こ と が 阻 止 さ れ た 状 態 で 、 案 内 筒 ３ ０ に 対 し 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 案 内 筒 ３ ０ は 、 前 記 本 体 部 ３ １ が 、 埋 設 筒 ２ ０ の 本 体 部 ２ １ 及 び 円 筒 部 ２ ３ の 内 周 に 配
置 さ れ 、 前 記 鍔 部 ３ ３ が 、 頭 部 収 納 部 ２ ５ の 底 面 ２ ５ ａ に 接 触 し た 状 態 で 配 置 さ れ て い る
。 ま た 、 鍔 部 ３ ３ は 、 ボ ル ト 穴 ３ ３ ａ に 挿 入 さ れ た ボ ル ト ６ １ に よ り 、 頭 部 収 納 部 ２ ５ の
底 面 ２ ５ ａ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 隠 蔽 部 材 ４ ０ は 、 前 記 本 体 部 ４ １ が 支 柱 本 体 １ ０ に 外 嵌 し た 状 態 で 、 埋 設 筒 ２ ０ 内 に 配
置 さ れ る と と も に 、 鍔 部 ４ ３ が 案 内 筒 ３ ０ の 鍔 部 ３ ３ の 上 面 に 配 置 さ れ た 状 態 で 埋 設 筒 ２
０ 内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 体 部 ４ １ は 、 鍔 部 ４ ３ が 、 案 内 筒 ３ ０ の 鍔 部 ３ ３ の 上 面 に 略 接 触 す る 高 さ と 地 盤 Ｊ の
表 面 と 略 同 じ 高 さ に 位 置 す る 高 さ と の 間 を 移 動 可 能 と す る 状 態 で 、 本 体 部 ２ １ 及 び 円 筒 部
２ ３ の 内 周 に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 本 体 部 ４ １ の 下 端 部 は 支 柱 本 体 １ ０ の 突 起 １ ３ に 係 止 さ れ て お り 、 こ の 突 起 １ ３
に よ り 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ の 鍔 部 ４ ３ は 、 地 盤 Ｊ の 表 面 と 略 同 じ 高 さ に 位 置 す る 状 態 に 保 持 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 そ し て 、 前 述 の と お り 、 鍔 部 ４ ３ は 、 そ の 外 周 が 側 面 保 護 部 材 ５ ０ の 本 体 部 ５ １ （ 後 述
） の 内 周 に 略 接 触 す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 頭 部 収 納 部 ２ ５ は 、 鍔 部 ４ ３ に よ っ て
外 部 空 間 か ら 隠 蔽 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 下 、 支 柱 本 体 １ ０ が 地 盤 Ｊ の 表 面 か ら 突 出 し て い る 状 態 か ら 支 柱 本 体 １ ０ の 全 体 を 地
盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ る 状 態 に す る た め の 動 作 に つ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま ず 、 支 柱 本 体 １ ０ を 若 干 上 昇 さ せ る こ と に よ り 突 起 １ ３ を 終 端 溝 ３ ５ ｃ 内 で 上 方 に ス
ラ イ ド さ せ る 。 こ れ に 伴 い 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ は 若 干 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 支 柱 本 体 １ ０ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 縦 溝 部 ３ ５ ａ が 配 置 さ れ て い る 方 向 に 向 け
て 突 起 １ ３ を 横 溝 部 ３ ５ ｂ 内 で ス ラ イ ド さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 支 柱 本 体 １ ０ を 下 降 さ せ る こ と に よ り 、 突 起 １ ３ を 縦 溝 部 ３ ５ ａ 内 を ス ラ イ ド さ
せ 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ を 、 鍔 部 ４ ３ が 案 内 筒 ３ ０ の 鍔 部 ３ ３ に 当 接 す る 位 置 ま で 下 降 さ せ る 。
ま た さ ら に 、 支 柱 本 体 １ ０ の 下 降 を 継 続 さ せ る こ と に よ り 、 突 起 １ ３ を 案 内 溝 ３ ５ か ら 抜
き 出 し 、 支 柱 本 体 １ ０ の 支 柱 頭 部 １ １ を 埋 設 筒 ２ ０ の 頭 部 収 納 部 ２ ５ 内 に 収 納 す る こ と に
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よ り 、 支 柱 本 体 １ ０ 全 体 を 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 か か る 状 態 で は 、 支 柱 頭 部 １ １ 及 び 隠 蔽 部 材 ４ ０ は 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 支 柱 頭
部 １ １ は 、 パ ッ キ ン 部 材 １ １ ａ 下 端 が 隠 蔽 部 材 ４ ０ の 鍔 部 ４ ３ に 接 触 し 、 そ の 周 縁 が 側 面
保 護 部 材 ５ ０ の 本 体 部 ５ １ に 接 触 す る 状 態 で 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 か か る 状 態 で 配 置
さ れ る こ と に よ り 、 頭 部 収 納 部 ２ ５ は 、 支 柱 頭 部 １ １ に よ っ て 隠 蔽 さ れ て い る 。 ま た 、 隠
蔽 部 材 ４ ０ は 、 そ の 鍔 部 ４ ３ の 下 面 が 案 内 筒 ３ ０ の 鍔 部 ３ ３ の 上 面 に 接 触 す る 状 態 で 配 置
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 さ ら に 、 支 柱 本 体 １ ０ が 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ た 状 態 か ら 、 支 柱 本 体 １ ０ が 地 盤 Ｊ の 表 面
か ら 突 出 し た 状 態 に す る た め の 動 作 に つ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま ず 、 支 柱 本 体 １ ０ を 上 昇 さ せ 、 支 柱 本 体 １ ０ の 突 起 １ ３ を 案 内 溝 ３ ５ の 縦 溝 部 ３ ５ ａ
に 嵌 め 込 み 、 縦 溝 部 ３ ５ ａ 内 で 突 起 １ ３ を 上 方 に ス ラ イ ド さ せ 、 突 起 １ ３ を 隠 蔽 部 材 ４ ０
の 本 体 部 ４ １ の 下 端 に 係 止 さ せ る 。 さ ら に 、 横 溝 部 ３ ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る 高 さ （ 上 昇 端
に 相 当 。 ） に 突 起 １ ３ が 位 置 す る 高 さ ま で 、 支 柱 本 体 １ ０ の 上 昇 を 継 続 す る こ と に よ り 、
隠 蔽 部 材 ４ ０ を 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 支 柱 本 体 １ ０ を 周 方 向 に 回 転 さ せ 、 終 端 溝 ３ ５ ｃ が 配 置 さ れ て い る 方 向 に 向 け て
突 起 １ ３ を 横 溝 部 ３ ５ ｂ 内 で ス ラ イ ド さ せ る 。 最 後 に 支 柱 本 体 １ ０ を 若 干 下 降 さ せ る こ と
に よ り 突 起 １ ３ を 終 端 溝 ３ ５ ｃ に 入 り 込 ま せ る こ と に よ り 、 支 柱 本 体 １ ０ を 地 盤 Ｊ の 表 面
か ら 突 出 し た 状 態 で 固 定 す る 。 な お 、 か か る 動 作 に よ り 隠 蔽 部 材 ４ ０ は 若 干 下 降 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 の 構 成 を 採 れ ば 、 支 柱 本 体 １ ０ が 地 盤 Ｊ の 表 面 か ら 突 出 し た 状 態 に お い て は 、 支 柱
本 体 １ ０ の 支 柱 頭 部 １ １ を 収 納 す る 頭 部 収 納 部 ２ ５ は 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ の 鍔 部 ４ ３ に よ り 隠
蔽 さ れ て い る た め 、 頭 部 収 納 部 ２ ５ は 、 外 部 空 間 に 対 し て 直 接 露 出 す る こ と が な く 、 頭 部
収 納 部 ２ ５ に 、 砂 、 ゴ ミ 等 が 直 接 的 に 入 り 込 む こ と が 阻 止 さ れ る 。 さ ら に 、 隠 蔽 部 材 ４ ０
の 鍔 部 ４ ３ は 、 地 盤 Ｊ の 表 面 と 略 同 じ 高 さ に 配 置 さ れ て い る た め 、 外 部 空 間 に 露 出 す る 部
分 に は 、 地 盤 Ｊ の 表 面 に 対 し て 凹 ん だ 部 分 が 存 在 し な い こ と に な り 、 従 来 技 術 の 構 成 と 異
な り 、 凹 ん だ 部 分 に 砂 、 ゴ ミ 等 が 入 り 込 む こ と が な い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 し た が っ て 、 支 柱 本 体 １ ０ を 地 盤 Ｊ 内 部 に 埋 没 さ せ る 際 、 従 来 の よ う に 凹 ん だ 部 分 に 砂
、 ゴ ミ 等 を 除 去 す る の に 手 間 を 掛 け る 必 要 が な く 、 支 柱 本 体 １ ０ を 円 滑 に 埋 没 さ せ る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 さ ら に 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ は 、 支 柱 本 体 １ ０ の 支 柱 頭 部 １ １ が 頭 部 収 納 部 ２ ５ に 収 納 さ れ て
い る 際 に は 、 支 柱 頭 部 １ １ の 下 面 と 頭 部 収 納 部 ２ ５ の 底 面 と の 間 に 配 置 さ れ た 状 態 で 頭 部
収 納 部 ２ ５ 内 に 収 納 さ れ る た め 、 支 柱 頭 部 １ １ を 頭 部 収 納 部 ２ ５ 内 に 収 納 す る 際 の 障 害 と
な ら な い 。 し た が っ て 、 支 柱 本 体 １ ０ を よ り 円 滑 に 地 盤 Ｊ 内 に 埋 没 さ せ る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ を 、 支 柱 本 体 １ ０ に 外 嵌 す る 本 体 部 ４ １ と 、 こ の 本 体 部 ４ １ の 上 端
に 形 成 さ れ た 鍔 部 ４ ３ と を 備 え る よ う に 構 成 し 、 鍔 部 ４ ３ を 、 外 周 が 側 面 保 護 部 材 ５ ０ の
本 体 部 ５ １ の 内 周 に 略 接 触 す る 形 状 に 形 成 す る こ と の み で 、 鍔 部 ４ ３ を 地 盤 と 同 じ 高 さ に
配 置 し た 際 に は 、 頭 部 収 納 部 ２ ５ を 隠 蔽 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ の 構 成
を 簡 素 化 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 さ ら に 、 支 柱 本 体 １ ０ に 突 起 １ ３ を 備 え る だ け で 、 支 柱 本 体 １ ０ を 上 昇 さ せ る の に 伴 い
隠 蔽 部 材 ４ ０ を 上 昇 さ せ る こ と が 可 能 と な る た め 、 支 柱 １ の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が 可 能
と な る 。
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【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 支 柱 本 体 １ ０ の 支 柱 頭 部 １ １ の 下 端 及 び 周 縁 に は 、 弾 性 力 を 有 す る 素 材 で 形 成 さ
れ た パ ッ キ ン 部 材 １ １ ａ が 備 え ら れ て い る た め 、 支 柱 頭 部 １ １ が 頭 部 収 納 部 ２ ５ 内 に 収 納
さ れ て い る と き に お い て 、 支 柱 頭 部 １ １ で 頭 部 収 納 部 ２ ５ を 完 全 に 密 閉 す る こ と が 出 来 、
頭 部 収 納 部 ２ ５ 内 に 砂 、 ゴ ミ 等 が 入 り 込 む こ と を 阻 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 さ ら に 、 支 柱 本 体 １ ０ が 地 盤 Ｊ 表 面 か ら 突 出 し た 状 態 に お い て は 、 支 柱 頭 部 １ １ に パ ッ
キ ン 部 材 １ １ ａ が 備 え ら れ て い る こ と か ら 、 人 等 が 誤 っ て 支 柱 頭 部 １ １ に 接 触 し た 場 合 に
お い て も 、 そ の 衝 撃 を 和 ら げ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ の 鍔 部 ４ ３ は 、 支 柱 本 体 １ ０ を 地 盤 Ｊ 表 面 か ら 突 出 さ せ た 状 態 に お
い て 、 必 ず し も 地 盤 Ｊ と 略 同 じ 高 さ に 配 置 す る 必 要 は な い 。 た と え ば 、 隠 蔽 部 材 ４ ０ に 、
鍔 部 ４ ３ の 外 周 部 分 か ら 下 方 に 延 び る 補 助 部 を 形 成 し 、 鍔 部 ４ ３ を 地 盤 Ｊ の 表 面 よ り 若 干
上 方 に 配 置 し 、 側 面 保 護 部 材 ５ ０ の 本 体 部 ５ １ の 内 周 面 と 前 記 補 助 部 と を 接 触 さ せ る こ と
に よ り 、 外 部 空 間 に 対 し て 露 出 す る 部 分 に 、 地 盤 Ｊ の 表 面 に 対 し て 凹 ん だ 部 分 が 存 在 し な
い よ う に 支 柱 １ を 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 本 体 部 ２ １ と 円 筒 部 ２ ３ と は 、 別 々 の 部 材 で 構 成 す る 必 要 は な く 、 初 め か ら 一 体
と な る よ う に 形 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 支 柱 に お い て 、 支 柱 本 体 が 地 盤 表 面 か ら 突 出 し た 状
態 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 支 柱 の 支 柱 本 体 を 示 し た 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 支 柱 の 案 内 筒 を 示 し た 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 支 柱 の 隠 蔽 部 材 を 示 し た 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の 状 態 に お い て 、 支 柱 本 体 と 案 内 筒 と 隠 蔽 部 材 と の 配 置 状 況 を 示 し た 概 略 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 支 柱 に お い て 、 支 柱 本 体 が 地 盤 表 面 に 対 し 埋 没 し た
状 態 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 状 態 に お い て 、 支 柱 本 体 と 案 内 筒 と 隠 蔽 部 材 と の 配 置 状 況 を 示 し た 概 略 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 技 術 に か か る 支 柱 の 一 形 態 に お い て 、 支 柱 本 体 が 地 盤 表 面 か ら 突 出 し た 状 態
を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 技 術 に か か る 支 柱 の 一 形 態 に お い て 、 支 柱 本 体 が 地 盤 表 面 に 対 し 埋 没 し た 状
態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 技 術 に か か る 支 柱 の 他 の 形 態 に お い て 、 支 柱 本 体 が 地 盤 表 面 か ら 突 出 し た
状 態 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 技 術 に か か る 支 柱 の 他 の 形 態 に お い て 、 支 柱 本 体 が 地 盤 表 面 に 対 し 埋 没 し
た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
１     支 柱
１ ０   支 柱 本 体
１ １ ａ       パ ッ キ ン 部 材
１ １   支 柱 頭 部
１ ３   突 起
２ ０   埋 設 筒
２ １ ａ       上 端
２ １   本 体 部
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２ ３   円 筒 部
２ ５   頭 部 収 納 部
２ ５ ａ       底 面
４ ０   隠 蔽 部 材
４ １   本 体 部 （ 外 嵌 部 ）
４ ３   鍔 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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